
令和７年４月１日現在

9 分団

0 分団

0 隊

29 部

47 班

516 人

405 人

399 人

6 人

380 人

25 人

0 人

0 人

15 人

0 人

15 人

13 人

13 人

3 人

374 人

4 台

0 台

43 台

3 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による。

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和７年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

男性団員数

女性団員数
団
員
数

条例定数

【災害時】
○火災が発生すると、消防団員は現場に駆けつけ、常備消防と連携し、早期
　鎮火に努めます。
○自然災害が発生した場合は、地域に密着し、地勢等を熟知した消防団員が、
　的確かつ迅速に避難誘導や救助活動等を行います。

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

　　柳井市消防団は「自分たちの地域は自分たちで守る」という理念に基づき、
　　市民の皆様のご期待に添えられるよう、訓練・研修等に励み、「安全で安心な
　　まちづくり」に取り組んでいます。

実員数

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員
【平常時】
○住民の防災意識の向上を目的とし、火災予防や、啓発活動などを行ってい
　ます。
○いつ災害が発生しても対応できるよう、定期的に訓練・機械器具の点検を
　行っています。
○消防学校への入校や、教育・研修により、必要な知識と技術を身に付けま
す。

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

郵政職員

その他

組
織

分団数 ホームページURL https://www.city-yanai.jp/

うち機能別分団数
SNSアカウント

https://www.facebook.com/city.yanai

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

柳井市総務部危機管理課 電話番号（直通） 0820-22-2111 FAX

消防団名 柳井市消防団 メールアドレス kikikanri@city-yanai.jp

0820-23-4595消防団事務所管

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 山口県
所在地

〒742-8714

市町村名 柳井市 山口県柳井市南町1丁目10番2号

⼭⼝県消防操法⼤会

令和７年柳井市消防出初式


